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能筆庵

.数奇屋造り、腰掛待合も備える本格的な茶室です。

命名及び扁額の揮巷は京都の髄質山大徳寺瑞峯院住職

前田呂道師によるもの。

祥雲閥を寄贈した青酒家が「見龍」という酒を造って

いたこと、また「龍費山大徳寺」の「龍」をとって名づ

けられました。

「龍輩」は弥勒菩薩がその下で法を説いて人々を済度

したとされる想像上の樹で、ここ「能事庵」で多くの方々

が心豊かになるようにとの願いが込められています。



祥 祥雲閥は宮城県瞳雑村長瀬の醸、青沼家が所

雲 有してい騒賓館の名称です。明治時代今は亡き青

闇 沼彦綱こより村民の憩いの場として龍雄公園が道

の られ、その一角に賞賛館として建立されました。昭

和28年6月に旧清雄村(後に合併し古)i周)に寄贈さ

れ、文化活動の拠点として広く親しまれてきました

が、昭和37年4月の宮城県北部地震による被害や老

朽化によりやむなく建物を取り壊しました。その後什i

荒雄公園は桜の名所として市民に愛され続け、平成

2年、国の地域づくり推進事業の認定を受け、公園

周辺の整備とともに新たな伝統文化の普及と研修の

場とすることを目的とした建物の建設が始まり、平

成6年由緒ある名前を継承し、開館致しました。

面衆望轡サ

本格的な茶室で優雅なひとときを…


